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まだまだ素人です。

先々月アメリカ広葉樹のブラックウオールナット原木を７本買い付けしました。昨年度２本製材し、一昨年度１

本製材し、今年でブラックウオールナット原木の製材本数は１０本となりました。

また、アメリカンブラックチエリーの原木を今年３本製材しました。一昨年度１本製材しましたので合計４本と

なります。アメリカ広葉樹原木を製材した本数が今年で１０本を超えたのですが、何とか私流の同産地の原木の製

材の方法が少し解かりつつあるのかなと思っています。

同じ温帯広葉樹には産地が色々有ります。まず国産の広葉樹です。中国産広葉樹です。ロシア産の広葉樹です。

そしてここで取り上げたアメリカ産広葉樹です。この四つの産地の広葉樹原木を製材したのですが、アメリカ広葉

樹は他の広葉樹原木と凄く違う性質があるのです。

それは原木の年齢と申しましょうか樹齢が全く違うのです。アメリカ産広葉樹を除く３つの産地の原木の樹齢は

大体最低１５０年以上経っていますが、アメリカ産広葉樹の樹齢は８０年～１００年です。と言う事は目が荒いの

です。この目の荒さは木材を知らない方でも人目で解かります。木に触れる時、一般の方は原木に触れるチャンス

は少ないです。しかし製材品なり完成品の家具を見る機会は有ると思います。その時、板の表面と言いましょうか、

家具の表面しか見ないですよね。木口面は見ないですよね。是非木口面を見てください。もし４種類の家具（テー

ブル）が見られる家具屋の展示場に行くチャンスが有れば、是非木口面を見てください。見ていただくとアメリカ

広葉樹の目の荒い事が解かると思います。この目の荒さが製材するときの注意点なのです。

原木はそのまま使えません。製材と言う技術で板材に変るのですが、それは応力との戦いなのです。如何に上手

く応力を抜くのかが、製材品の使い易さと狂いの少ない商品を作る事に結びつくのですが、アメリカ産広葉樹は何

故かこの応力を抜く作業をしているとき、芯側で細かい割れが発生するのです。ピリピリと言う音が聞こえる場合

も有ります。

何故細かい割れが発生するのでしょう。皆様は不思議に思いませんか。私の感想ですが、目の荒い広葉樹原木を

製材する時起こる現象だと思っています。２年ほど前に樹齢１２０年位の少し細い直径４０センチ位の北海道日高

産タモ原木を８本製材したのですが、アメリカ産広葉樹原木よりは目が細かかったのですが、その時も同様のピリ

ピリと言う割れを体験しました。しかし同じ仲間の樹齢２５０年以上の中国産広葉樹原木・ロシア産広葉樹原木で

はこの現象は発生しません。

我々材木屋は昔から木を見る時に目の荒い細手の原木を『木が若い』と言う表現をしています。木が若いと言う

表現は樹齢がさほど経過していないと言う意味です｡例えば樹齢２００年生のウオールナット原木と樹齢１００年

生のウオールナット原木が有るとします。後者の方が若い訳です。木は若ければ板にする時、どうしても狂いが発

生します。しかし狂いの少ない板を作る為には、技術が必要です。その技術を駆使するときに、芯側でピリピリと

言う音を立てて細かい割れが発生するのです。割れが発生してもそれを綺麗に落せば使えます。用は狂いの少ない

板を作るのが大事なわけです。

一般に老いた木の方が良い材質だと承知しているのは材木屋だけだと思いますが、既に高樹齢の良質材が無くな

ってきている事は事実です｡その傾向は全ての樹種に及びかけています。そういう環境で皆様に木の良さを味わって

頂くためには多くの知識・経験が必要になってきます。日々の仕事が勉強なのです。

ウオールナット原木 チエリー原木



コンペ･アンケートの途中経過

約１０社の方からコンペの参加申し込み又は問い合わせのご連絡を頂きました。誠にありがとうございます。

少し具体的に進めたいと思いますが少し服部新聞第５０号の原稿の書き方が悪い為に購読者の方に誤解を与えてい

るのではないかと思います。そこで今回のコンペの考え方をここでもう一度書かせて頂きます。

私は材木屋です。建築屋ではございません。と言う事は請負業者ではございません。しかし木材の様々な情報を

持ち合わせています。その情報とは以下の９点です

1、木材の良し悪しの見分け方。

2、木材の適正価格。

3、是非使っていただきたい構造材のスギ・ヒノキ材を製材しているメーカーが出品している市場の見学に行けます

と言う情報。

4、プレカット工場にも多くの特徴が有り、工務店の皆様は情報を多く持ち合わせていると思いますが、物件に有っ

たプレカット工場を一緒に探せる情報を持ち合わせています。

5、様々な木を使いたいと思われているかも知れませんが、適材適所の木材の使い方を知っていると言う情報。

6、フルオーダーの無垢のキッチンを適正価格で作れるメーカーを知っていると言う情報。

7、今流行の薄型テレビ対応の 100％オーダーのテレビボードを作ってくれるメーカーの情報。

8、小回りが利く木工所の様々な情報

9、材木屋ならではの情報

私は以前知り合いの建築士の方に聞いた事が有ります。図面と言う物は、以下の事で大よそ書けるのですと聞き

ました。

1、土地の様子。道路がどの方向に面していているのか。太陽はどの方向から出て、どの方向に沈むのか。

2、住まわれる方の年齢・職業・家族構成・趣味・年収等の情報

3、住いを建てる方の人生哲学

1～３の情報を少なくて３ヶ月間多くて半年位の時間を掛けお施主と建築士が家を建てる現場に出かけたり、住い

作りに役に立つイベントが催されていたら一緒に出かけたり、又日常生活でお茶を飲んだり食事をしたりして導き

出すのだと聞きました。そうすると勝手に図面が頭の中に出来上がってくるし、又そうでなければ建築士として社

会的責任を果たせないとも言われていました。しかし懇意にしている私に色んな事を教えて頂いた建築士さんは、

高齢で現在現役を離れていますので今回のコンペの案内は差し上げていません。

今回のコンペの目的は建築士さん・工務店さん・材木屋・各協力業者の方たちと新しいビジネスモデルを構築し

たいと言う私の思いから企画しました。

服部新聞５０号に使用したい部材の一部を少し列挙していますが、この程度の項目で設計は出来ないと思います

が、あくまで最低使っていただきたい部材のたたき台です。しかしただの、たたき台ではございません。森林の事

も考え、技術者の育成も考え、未来の住い作りの事も少しは考えたつもりです。日本の伝統文化を上手く後世に残

す事も考えました。

今回のコンペの成果をただ単に服部商店の為に使うつもりは全く有りません。この情報を全面公開したいと思っ

ています。そして建築士・工務店・協力業者の皆様に新しい何かを見出していただき、おおいに活用していただき

たいと思います。

別紙アンケート用紙を用意しています。このコンペを成功させたいと思います。是非協力して具体的アドバイス

を頂ける事を御願いします。

人との真面目なお付き合いを大事にしていて本当によかったと思います。

小生は生粋の雑木屋の材木屋です。私から木材を取ったら何も残らない男でございます。私の哲学は『当たり前

の事を当たり前にする。』です。その中でも大事にしているのが、人と人との繋がりを大事にすることです。

今回私の得意先の長野県松本市で木工をされている井藤家具工房の井藤昌志様が天然生活と言う雑誌で取りあ

げられるから協力して欲しいと依頼が有り協力いたしました。次のページが原稿の一部です。



人と人との繋がりを大事にしてきた事が結果的に雑誌に取り上げて頂いた事に凄く感謝いたしております。

勿論井藤様のご好意には感謝感激しております。



木材を知っているとは

私は色んな種類の原木を製材しています。そして会社全体では製材日誌を付けて年トータルの数字は出していま

すが、正確な自分自身で製材した樹種別の本数が解かる内部資料など有りませんが、記憶を辿れば樹種ごとの製材

本数のランクづけは出来ると思います。このランク付けを思いついたのは、アメリカ広葉樹のブラックウオールナ

ット・ブラックチエリー原木を製材している最中でした。この２樹種は３年ほど前から手がけだした樹種ですので

経験が十二分にあるとは言えません。従って経験豊富な樹種より念入りに、頭の中を整理していました。何処の面

に最初に鋸を入れるか、どう言う方法で製材していくのか、どの位で芯節が出るのか、元の割れの影響はどの程度

あるのか、末の割れはどの程度影響あるのか、曲がりの影響はどの程度か、芯の出来はどうなのか、等々色んな事

が起こるのを想像しながら製材に臨んでいました。その時樹種ごとの製材ランクを作ってみてはと思いついたので

す。

ある程度製材実績の有る樹種なら、欠点が出ても目を凝らして見て欠点の大きさ、位置関係をみて考えて色んな

挽き分け技術を駆使してカバーできますが経験が未熟な樹種の場合は良く似た樹種の過去の想いを遡って決断して

製材を進めていくのです。それが製材技術と言う物です。

Ａランク→３００本以上・Ｂランク→２００本以上・Ｃランク→１００本以上・Ｄランク→２０本以上・Ｅラン

ク→２０本以下と五つのランク分けが出来ると思います。

Ａランクの樹種はカツラ・シナ･スプルース・アガチスです。Ｂランクはナラ・タモ・ホオ・アサダです。Ｃラン

クはセン・クルミ・キハダ･ペルポックです。Ｄランクはマカバ･シュウリサクラ･エゾヤマサクラ･チーク・ジェル

トン･米ヒバ・米スギです。Ｅランクはイタヤカエデ･ニヤトー･.ジョンコン・バッコヤナギ・ブラックウオールナッ

ト・ブラックチエリーです。

アメリカンブラックウオールナットの製材方法はクルミを製材した時の感じを思い出し製材しました。ブラック

チエリーはアサダとサクラのイメージを思い出して製材しました。大体製材する前に想像していた中身の予想と結

果は大体合っていました。違うとしたらアメリカ広葉樹の原木の芯目の荒さの見方でした。ロシア産のナラ・タモ

より芯目は少し荒くても、芯節は割と少なかったです。しかし原木の肌に見える盛り上がり、材木屋の専門用語で

『コモリ』は侮ってはいけないと実感しました。コモリは必ず節が出ます。材質全体に対して影響の有るコモリも

有れば、局部的で逃げられるコモリも有りましたが、アメリカ広葉樹は特に注意が必要だと感じました。

製材本数のＡ～Ｅのランク分けはしましたが、必ずしもＡランクの樹種だから買い付けも製材方法も間違わない

とは絶対に言えません。そうかと言ってＥランクの原木で買い付け方法と製材方法が戸惑うと言う事も有りません。

実際には最初の出会いと申しましょうか最初の見立てで大体は解かります。ぱっと見たとき『いける』と頭の中で

インスピレーションが働いた原木の失敗は確かに少ないです。しかし少し迷ったときに失敗は発生しますが、そう

かと言って何度もキズを見直して想像『このキズは浅いのか？何処から鋸を入れれば逃げられるか。そして結果自

分の思ったようになる場合も有ります。』が出来る原木は失敗が少ないのは事実です。

ところで今後の木材供給側の森林を見たとき

原木価格が安定的に推移するとは言えません。

特にアジアの温帯広葉樹ロシア・中国産広葉樹

の動向には注意が必要だと思います。そして

国産広葉樹は品質の低下は益々進むと思います。

今後益々仕入れが難しくなってくるのは解かっ

ていますので、少しでも樹種のレパートリーを

広げる努力をしなければならないと思っていま

す。右記の写真は大阪南港に輸入されたウオー

ルナット原木です。この中から７本選別して

仕入れさせて頂きました。



ＦＡＸ ０７２－４２２－８５７７

アドバイスの御願い

住い作りのコンペに対して具体的アドバイスを御願いします。

辛口な事も有れば是非書いてください。
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会社名

担当者名

住所

電話番号

ＦＡＸ番号

㈱服部商店

服部雅章

ＴＥＬ 072-438-0173



お客様各位へ

拝啓

貴社ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。他でもご

ざいませんが服部新聞を毎月、月末に送付させて頂いておりますが今月号（６月号）に限り発行日を６月１５日と

させて頂きます。来月からは通常の２５日に戻す予定をしておりますが、小生の都合で発行日を変える事をご容赦

頂けます様御願い致します

敬具

〒596-0011

大阪府岸和田市木材町１６－１

ＴＥＬ ０７２－４３８－０１７３

ＦＡＸ ０７２－４２２－８５７７

㈱服部商店

服部雅章

2010 年 6 月

お客様各位へ

拝啓

貴社ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。他でもご
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2010 年 6 月



第七回勉強会・木材展示即売会のご案内

【勉強会のお知らせ】

＊ 6 月２６日（土曜日）AM9：30～10：30 の予定で第７回

勉強会を開催します。

＊ 今回上記写真のアメリカ広葉樹原木のブラックウオールナット

の製材を予定しています。（ → ）

【木材展示即売会のお知らせ】（勉強会と同時開催です）

＊ ナラ・タモ・セン等の巾広材等現在高騰しています

＊ 優良広葉樹製材品を多数用意しています。

＊ アメリカ広葉樹製材品も多数用意しています。

＊ スプルース乾燥材板もご用意しています。

＊ 一部商品に小口にてお買い求めし易いようにしています。当日を楽しみに！

＊ 来場者にて 5,000 円以上お買い求め頂いた方に服部商店オリジナルコースター（4 枚セット）を差し上げます。

＊ 木材展示即売会にご参加頂ける方で前もってご連絡頂ける方に限りカップラーメン・ペットボトルのお茶を用意し

ております。

服部商店 木材展示場 オリジナルコースター

㈱服部商店 岸和田市木材町１６－１ TEL 072-438-0173

会社名

担当者名

ご住所

電話番号

FAX ０７２－４２２－８５７７


